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中
な か や ま

山 操
みさ お

　
「
読
書
は
没
入
体
験
で
す
。
物
語
の
主

人
公
の
気
持
ち
に
な
っ
て
み
た
り
、
動
き

を
真
似
し
て
み
た
り
。
イ
ラ
ス
ト
が
無
く

て
も
文
章
か
ら
自
由
に
想
像
で
き
る
の
が

本
の
最
大
の
魅
力
で
す
」と
語
る
の
は
、

図
書
館
司
書
の
中
山
操
さ
ん
。

　

幼
い
頃
か
ら
大
の
読
書
家
で
、「
小
学

生
の
頃
は
ク
ラ
ス
で
一
番
本
を
読
ん
で
い

ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
す
中
山
さ
ん
。
本

に
関
わ
る
仕
事
へ
の
夢
を
抱
き
、
司
書
課

程
の
あ
る
大
学
に
進
学
。
東
京
の
図
書
館

で
勤
務
す
る
中
、「
地
元
に
図
書
館
が
で

き
る
」と
聞
い
て
、
伊
豆
の
国
市（
旧
大

仁
町
）の
図
書
館
司
書
と
し
て
Ｕ
タ
ー
ン

し
ま
し
た
。

　

本
が
広
げ
る想

像
力
の
世
界　
　

第 42 回

中央図書館司書

さん

空知総合病院での初期臨床研
修を終えて 3 年の 4 人の医
師。立場が変わり、それぞれ
に家庭と仕事、医師としての
未来に悩みながら進む。現役
医師が思いを描く医療小説。

幕府の執拗な締め付けに対
し、反骨心を胸に知略を尽く
して大胆な藩政改革に取り組
んだ地方大名。岡藩主・中川
久清。伊豆の国市内のとある
場所を訪れる場面もある。

ホワイトルーキーズ　6
佐竹アキノリ／著
イマジカインフォス

登山大名　上・下
諸田玲子／著

日経 BP日本経済新聞出版

登山大名 上 下

中央図書館：毎週月曜日、26 日（金）、30 日（火）、31 日（水）
韮山図書館：毎週水曜日、29 日（月）、30 日（火）

▲図書館HP

12月の
休館日

◀休館日も
　利用できる
　電子図書館

中央図書館　13 日（土）11 時～
韮山図書館　20 日（土）11 時～
くぬぎ会館こども広場

18 日（木）10 時 10 分～
※事前申込不要

12月のおはなし会

※ 休館中の返却は、ブック
ポストをご利用ください。
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中
山
さ
ん
の
仕
事
は
、
本
の
貸
し
出
し

や
返
却
対
応
、調
べ
も
の
の
支
援（
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
）は
も
ち
ろ
ん
、
新
し

い
本
の
選
定
、
新
着
本
の
登
録
、
展
示
企

画
の
準
備
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
へ
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
「
利
用
し
た
人
に『
あ
り
が
と
う
』と
言
っ

て
も
ら
え
た
瞬
間
が
、
こ
の
仕
事
の
喜
び

で
す
。
ま
た
、
多
い
時
に
は
月
に
１
０
０

冊
も
の
新
し
い
本
が
入
っ
て
く
る
の
で
、

幅
広
い
知
識
に
触
れ
ら
れ
る
の
も
楽
し
い

で
す
」と
中
山
さ
ん
。
特
に
、「
読
み
聞

か
せ
の
と
き
、
子
ど
も
た
ち
が
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
物
語
に
集
中
し
て
く
れ
る
姿

に
、
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
の
普
及

で
、
読
書
か
ら
遠
ざ
か
る
人
も
増
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
中
山
さ
ん
は
、「
読
書
や

読
み
聞
か
せ
は
、
子
ど
も
の
語ご

い彙
力
や
聞

く
力
、
そ
し
て
何
よ
り
想
像
力
を
育
み
ま

す
。
文
字
か
ら
広
が
る
物
語
の
想
像
に
、

唯
一
の
正
解
も
、
間
違
っ
た
解
釈
も
あ
り

ま
せ
ん
。
自
由
に
感
じ
、
そ
の
感
想
を
誰

か
と
語
り
合
う
こ
と
で
、
読
書
は
個
人
の

趣
味
を
超
え
、
人
と
の
関
わ
り
を
広
げ
る

ツ
ー
ル
に
も
な
り
ま
す
」と
力
説
し
ま
す
。

本
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
多
く

の
人
に
読
書
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
中
山
さ
ん
。
あ
な
た
も
図
書
館
で
、

新
た
な
物
語
の
扉
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
と
持
ち
込
み
受
け
付
け

　

令
和
８
年
度
開
館
予
定
の
文
化
財
展

示
施
設「
伊
豆
の
国
歴
史
館
い
ず
し
る
」

で
は
、
市
内
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
見
つ

か
っ
た
出
土
品
を
た
く
さ
ん
展
示
し
ま

す
。
今
回
は
、古
墳
時
代
の
出
土
品
で
す
。

　

市
内
に
は
特
徴
的
な
２
つ
の
お
墓
の
形

が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
土
を
盛
っ
て
石

室
な
ど
に
埋
葬
す
る
、
い
わ
ゆ
る「
古
墳
」

で
す
。
多
田
地
区
の
多た

だ田
大お

お
つ
か塚

６
号
墳
か

ら
は
、
ま
げ
を
結
い
、
ひ
げ
を
生
や
し
た

男
性
の
人
物
埴は

に
わ輪

が
出
土
し
て
い
ま
す
。

出
土
し
た
埴
輪
は
頭
部
だ
け
で
す
が
、
展

その 246
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示
施
設
で
は
全
体
を
復
元
し
て
、
こ
の
人

物
の
正
体
を
解
き
明
か
し
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
台
地
の
へ
り
や
山
の
斜
面

に
横よ

こ
あ
な穴

を
掘
っ
て
、
埋
葬
す
る
横
穴
群
で

す
。
江
間
地
区
に
あ
る「
国
史
跡
大
北
横

穴
群
」の
24
号
横
穴
か
ら
は
、「
若わ

か

舎と
ね
り人

」

と
い
う
文
字
を
刻
ん
だ
石い

し
び
つ櫃（

石
の
骨
壺
）

が
出
土
し
て
い
ま
す
。「
舎
人
」と
は
、
飛

鳥
・
奈
良
時
代
に
天
皇
や
皇
族
に
仕
え
た

役
人
の
こ
と
で
す
。「
若
」に
は「
若
い
」

役
人
と
い
う
説
と
、「
若
」＝「
皇
太
子
」と

解
釈
し
て
皇
太
子
に
仕
え
た
舎
人
と
い
う

説
が
あ
り
ま
す
。
江
間
か
ら
遠
く
大
和
ま

で
宮
仕
え
に
行
き
、
帰
郷
し
て
葬
ら
れ
た

人
は
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

人
物
埴
輪
や
石
櫃
の
文
字
か
ら
、
古
え

人
の
姿
を
想
像
す
る
の
も
、
展
示
の
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。
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▲多田大塚 6号墳出土の
人物埴輪（右手前）と朝顔・円筒埴輪

古い
に
し

え
人び

と

の
お
墓
が
わ
か
る

年末年始の休開館 中央 韮山
12 月 26日（金） 休 ○
27日（土）、28日（日） ○ ○
29日（月）～

1月 3日（土） 両館休館

1 月 4日（日） ○ 休

▲大北 24 号横穴出土の
「若舎人」石櫃

【
市
内
ご
み
施
設（
持
ち
込
み
先
）】

　

●
仮
設
長
岡
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
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●
韮
山
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ　
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●
大
仁
清
掃
セ
ン
タ
ー　
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※
袋
に
入
っ
て
い
な
い
剪せ

ん
て
い定
枝
：
仮
設
長
岡
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
み
受
け
付
け

収集
～12 月 30 日（火） 通常どおりのごみ収集
12 月 31 日（水）～
1月 4日（日）　　

ごみ収集休止
ごみ集積所へごみを出さないでください。

1月 5日（月）～ 通常どおりのごみ収集

持ち込み
～12 月 26 日（金） 通常どおり受け付け

27 日（土） クリーンセンターいずのみ受け付け
（8時 30 分～12 時）

28 日（日） 休業
29 日（月） クリーンセンターいずのみ受け付け

（8時 30 分～12 時、13 時～16 時 30 分）30 日（火）
12 月 31 日（水）～
1月    3 日（土）　 休業

4 日（日） 市内ごみ施設受け付け（9時～12 時）
5日（月）～ 通常どおり受け付け

【
袋
に
入
っ
て
い
な
い
刈
り
草
な
ど
の
持
ち
込
み
先
】

　

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
い
ず（
伊
豆
市
）　
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